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大嶺町吉則上
有道　典広

岡田　東次
伊佐町上堀越

河本　芳久
秋芳町門村

杉村　龍二
美東町聞波

永冨　典雄
秋芳町岩永市

伊藤　昌伸井上　兼夫枝村　則昌
西厚保町本久美東町森清豊田前町９区

小田　小六片山　守行河野　文利
秋芳町井出口於福町小杉於福町竜現地

倉重　勲桑原　正彦篠田　巧
美東町武士ヶ河内美東町銭屋秋芳町湯の上

渋谷　和男俵　薫千々松　茂美

永田　誠

豊島　正雄
伊佐町徳定秋芳町中辺伊佐町広下秋芳町宮の前

中野　修野原　克治野村　孝
秋芳町門村大嶺町平原美東町山田東厚保町熊の倉１区

７
月
６
日
に
執
行
さ
れ
た
美
祢
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
で
、
新
し
い
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
の

で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。
委
員
の
内
訳
は
、
公
選
30
人
、
市
議
会
推
薦
４
人
、
農
業
協
同
組
合
推
薦
１
人
、

農
業
共
済
組
合
推
薦
１
人
、
土
地
改
良
区
推
薦
１
人
で
す
。
な
お
会
長
は
山
本
正
二
氏
に
決
ま
り
ま
し
た
。

任
　
期

平
成
20
年
７
月
20
日
〜
平
成
23
年
７
月
19
日
（
３
年
間
）

（
五
十
音
順
・
敬
称
略
）
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野村　久幸
西厚保町土器

原川　拓郎原川　武原田　茂萬代　泰生
東厚保町岩ヶ河内 美東町九瀬原 秋芳町山領 秋芳町小野

福住　太佳靖藤井　春正堀田　稔

山縣　正明 宗像　恒雄 三好　勝美

前田　時博 前田　邦彦

山本　正二山本　祥弘

豊田前町３区美東町大石美東町佐山

美東町近光伊佐町河原町大嶺町下領東

秋芳町上里秋芳町下随徳

大嶺町藤ヶ河内 大嶺町祖母ヶ河内

◎
　
南
口
　
彰
夫

○
　
有
道
　
典
広
　

竹
岡
　
昌
治

大
中
　
　
宏

原
田
　
　
茂

田
邉
　
諄
祐

河
本
　
芳
久

三
好
　
睦
子

◎
　
安
冨
　
法
明

○
　
下
井
　
克
己
　

徳
並
　
伍
朗

村
上
　
健
二

布
施
　
文
子

荒
山
　
光
広

岩
本
　
明
央

山
中
　
佳
子

◎
　
西
岡
　
　
晃

○
　
萬
代
　
泰
生
　

佐
々
木
隆
義

山
本
　
昌
二

柴
崎
修
一
郎

高
木
　
法
生

岡
山
　
　
隆

馬
屋
原
眞
一

特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

平
成
20
年
第
１
回
美
祢
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
特
別
委
員
会

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長
、
敬
称
略
）

産
業
振
興
対
策

特
別
委
員
会

観
光
振
興
対
策

特
別
委
員
会

交
通
・
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

推
進
特
別
委
員
会

審
査
事
項

産
業
振
興
に
関
す
る
事
項
　

審
査
事
項

観
光
振
興
に
関
す
る
事
項
　

審
査
事
項

交
通
・
情
報
に
関
す
る
事
項
　

■
議
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

本
会
議
、
委
員
会
の
傍
聴
を
希

望
す
る
人
は
、
議
会
事
務
局
で
、

住
所
、
氏
名
な
ど
を
傍
聴
受
付
簿
、

委
員
会
傍
聴
人
名
簿
に
記
入
す
れ

ば
、
傍
聴
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

■
お
詫
び
と
訂
正

広
報
み
ね
８
月
１
日
号
、
８
ペ

ー
ジ
の
三
好
睦
子
議
員
の
「
簡
易

水
道
の
水
源
確
保
に
つ
い
て
」
の

質
問
に
対
す
る
市
長
答
弁
の
中
で

「
神
田
地
区
」
と
記
載
し
て
い
ま

し
た
が
、「
大
田
地
区
」
の
誤
り

で
し
た
。
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

問
合
せ
先

市
議
会
事
務
局

（

０
８
３
７

１
１
１
７
）
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秋吉台国際芸術村は、市民の皆さんが気軽にご利用いただける滞在型の芸術文化施設です。アーティストの芸術活
動を支援するだけでなく、皆さんの芸術文化活動のお役に立ちたいと頑張っ
ています。皆さんのご来村をお待ちしています。
【利用しやすい料金】一例としてスタジオ１（７～８人利用可能）を午後半
日利用した場合、冷暖房付で９００円（学生は半額）です。こんな活動
（行事）をしてみたいなと思ったらまずご相談ください。専門スタッフが
手続きや施設の利用方法をご案内します。

秋吉台国際芸術村では、市民の皆さんの芸術文化活動
（行事）に対し、施設や舞台装置などの利用料を予算の
範囲内で負担するなど、積極的な支援を行っています。
そのプログラムを紹介します。
１　市民の文化団体などへの支援プログラム
市民の文化団体が、美祢市の共催または後援を得て、
芸術村で活動するとき（１団体につき年１回）
活動内容：ピアノ・ヴァイオリン・合唱・バンド・
尺八・琴・バレエ・ダンス・日本舞踊・詩吟・謡曲
などの発表会や絵画・書道・生け花などの展示会など

２　市内の教育機関などへの支援プログラム
美祢市内の小・中学校、高等学校や営利を目的としな
い教育団体が芸術村で活動するとき
活動内容：文化祭・クラブ活動合宿練習・発表会・
研修会など

○Jazzコンサート ８月24日
国府弘子スペシャルグループ

with赤木りえ　ゲストEPO
○第２回山口県総合芸術文化祭 ９月23日（秋分の日）
「声に寄せて」藤田卓也（テノール）ほか
○芸術村開村10周年記念事業 11月1日
「ミュージック・フェスティバル」

～こどもライブ～ほか
○ジョイントコンサート 11月２日
白鳥英美子（元トワエモア）&中村由利子
○落語のいろは（落語教室） 11月15日
○第61回山口県学校美術展覧会

11月28日 ～12月７日
○クラシックコンサート ピアノ小山実稚恵　12月中旬
○新春初笑い落語会（出演者未定） 21年１月中旬

問合せ先 秋吉台国際芸術村　 ０８３７ ００２０、 ０８３７ ００２１、
E-mail：info@aiav.jp、URL：http://www.aiav.jp
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母
子
保
健
推
進
協
議
会
で
は
ミ

ニ
運
動
会
を
開
催
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
お
友
達
が
待
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。

日
　
時

９
月
５
日

10
時
〜
11
時
30
分

場
　
所

サ
ン
ワ
ー
ク
美
祢

対
象
者
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

内
　
容
　
玉
入
れ
、
汽
車
ポ
ッ
ポ
、

仮
装
リ
レ
ー
、
か
け
っ
こ
、
は

い
は
い
レ
ー
ス
、
お
や
つ
タ
イ
ム

※
お
茶
、
お
手
ふ
き
、
く
つ
袋
な

ど
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い

申
込
期
限
　
９
月
１
日

申
込
・
問
合
せ
先

市
健
康
増
進

課
（

０
８
３
７

０
３
０
４
）

平
成
21
年
美
祢
市
成
人
式
を
平

美
祢
市
立
美
東
病
院
で
は
次
の

職
種
（
法
定
有
資
格
者
）
に
つ
い

て
、
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

職
種
お
よ
び
業
務
内
容

○
薬
剤
師
　
薬
剤
管
理
業
務

○
理
学
療
法
士
　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
業
務

○
保
健
師
ま
た
は
看
護
師

訪
問
看
護
業
務

勤
務
条
件
な
ど

給
料
な
ど
…
資
格
取
得
後
の
経
験

年
数
に
応
じ
る

労
働
条
件
…
職
員
に
準
じ
る

募
集
人
数
　
各
職
種
若
干
名

※
詳
し
く
は
問
合
せ
先
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い

問
合
せ
先

美
祢
市
立
美
東
病
院
事
務
部
　

（

０
８
３
９
６

０
５
１
５
）

あ
す
を
ひ
ら
く
教
育
の
創
造
の
た
め
に
、
市
内
教
育
関
係
者
、
児
童
・

生
徒
の
保
護
者
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
一
堂
に
集
い
、
現
在
の
教
育
課
題
で

あ
る
学
校
評
価
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
お
互
い
に
理
解
し
、
使
命
感
を

新
た
に
す
る
と
と
も
に
、
美
祢
市
教
育
の
振
興
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

日
　
時

８
月
21
日

13
時
30
分
〜
17
時

場
　
所

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

内
　
容

教
育
功
労
者
表
彰
式
、
研
究
発
表
、
記
念
講
演
ほ
か

研
究
発
表

○
豊
田
前
中
学
校
「
授
業
評
価
と
校
内
研
修
・
授
業
研
究
に
関
す
る
こ
と
」

○
大
嶺
小
学
校
「
小
学
校
の
英
語
活
動
に
関
す
る
こ
と
」

記
念
講
演

講
　
師
　
文
部
科
学
省
学
校
評
価
室
　
児
玉
　
大
輔
氏
　

演
　
題
　
「
学
校
評
価
と
第
三
者
評
価
に
関
す
る
今
後
の
方
向
性
」

問
合
せ
先

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
（
０
８
３
７

１
１
１
８
）

成
21
年
１
月
11
日

に
市
民
会
館

で
開
催
し
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
人
は
８
月
15
日

分
の
回
覧
文
書
を
ご
覧
い
た
だ
き
、

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
か

ら
の
連
絡
を
も
と
に
、
市
教
育
委

員
会
か
ら
該
当
者
に
成
人
式
の
案

内
状
を
送
付
し
ま
す
。

な
お
、
市
内
在
住
の
人
は
、
連

絡
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

該
当
者

昭
和
63
年
４
月
２
日
〜

平
成
元
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、

次
に
該
当
す
る
人

○
就
職
、
進
学
な
ど
で
市
外
に
転

出
し
て
い
る
が
、
美
祢
市
成
人

式
に
出
席
を
希
望
す
る
人

問
合
せ
先

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

（

０
８
３
７

５
２
６
１
）

市
で
は
、
毎
年
11
月
に
行
わ
れ

る
美
祢
市
功
労
者
表
彰
に
お
け
る

「
優
良
勤
労
者
」
の
表
彰
対
象
者

の
推
薦
を
、
市
内
事
業
所
な
ど
に

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

優
良
勤
労
者
と
は
、
「
会
社
、

工
場
、
事
業
所
、
そ
の
他
の
職
場

の
従
業
員
（
市
民
に
限
り
ま
す
）

で
、
当
該
年
度
に
55
歳
以
上
の
人

で
、
25
年
以
上
の
勤
続
経
験
を
有

し
、
誠
実
に
そ
の
業
務
に
精
励
し
、

成
績
優
秀
で
他
の
従
業
員
の
模
範

と
な
っ
て
い
る
勤
労
者
」
で
す
。

職
場
の
中
に
対
象
者
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、
ご
推
薦
く
だ
さ
い
。

推
薦
期
限

９
月
４
日

推
薦
書
請
求
・
問
合
せ
先
　

市
商
工
労
働
課

（

０
８
３
７

５
２
２
４
）

認
定
農
業
者
な
ど
の
農
業
経
営

管
理
能
力
向
上
の
た
め
、
パ
ソ
コ

ン
農
業
簿
記
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。

■
山
口
市
会
場

期
　
日

８
月
26
日

場
　
所

山
口
県
自
治
会
館

■
下
関
市
会
場

期
　
日

８
月
27
日

場
　
所

J
A
下
関
本
所

■
共
通
事
項

時
　
間

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

内
　
容

複
式
農
業
簿
記
記
帳
に

つ
い
て

対
象
者

認
定
農
業
者
、
認
定
志

向
農
業
者
、
特
定
農
業
団
体
、

法
人
な
ど
の
リ
ー
ダ
ー
な
ど

参
加
料

無
料

申
込
締
切

開
催
日
の
３
日
前

当
日
持
参
す
る
物

筆
記
用
具
、

電
卓
、
営
農
口
座
取
引
通
知
書
、

領
収
書
、
請
求
書
、
出
荷
売
上

伝
票
な
ど

申
込
・
問
合
せ
先

市
農
業
委
員

会
（

０
８
３
７

５
２
４

１
）、
山
口
県
農
業
会
議
（

０
８
３
｜
９
２
３
｜
２
１
０
２
）
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『
間
伐
』
と
は
、
混
み
合
っ
て

き
た
木
々
の
一
部
を
伐
り
、
残
さ

れ
た
木
を
健
全
に
育
て
る
た
め
の

作
業
で
す
。

旧
美
祢
支
所
で
行
っ
て
い
る
相

談
・
受
付
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
業
務
日
を
変
更
し
ま
す
。

業
務
日

月
曜
日
、
水
曜
日

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

変
更
日

９
月
１
日

か
ら

問
合
せ
先

県
宇
部
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
総
務
課
（

０
８
３
６

３
２
０
０
）

森
林
は
、
間
伐
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
太
陽
の
恵
み
を
受
け
、
根

が
伸
び
、
様
々
な
植
物
が
暮
ら
す
、

い
き
い
き
と
し
た
森
林
に
よ
み
が

え
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
は
、
森
林

の
保
水
力
を
高
め
、
土
砂
の
流
出

を
防
ぎ
、
災
害
防
止
や
地
球
温
暖

化
防
止
に
協
力
す
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。
あ
な
た
も
『
間
伐
』
を

し
て
、
森
林
を
元
気
に
し
ま
し
ょ

う
。間

伐
に
つ
い
て
の
質
問
・
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

市
農
林
課
林
務
係

（

０
８
３
７

１
１
１
５
）

県
美
祢
農
林
事
務
所
森
林
部

（

０
８
３
７

１
０
７
１
）

カ
ル
ス
ト
森
林
組
合

（

０
８
３
７

３
３
３
２
）

７
月
18
日
、
第
43
回
全
日
本
少
年
剣
道
錬
成
大
会
（
７
月
29
日
〜
30
日
、

東
京
都
）
に
出
場
し
た
美
祢
剣
心
会
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
勝
谷
拓
広
く
ん

（
於
福
小
６
年
）、
山
田
直
也
く
ん
（
伊
佐
小
５
年
）、
藤
本
竜
平
く
ん

（
大
嶺
小
６
年
）、
岩
屋
昭
太
朗
く
ん
（
豊
田
前
小
６
年
）、
今
村
未
来
く
ん

（
大
嶺
小
６
年
）
と
平
成
20
年
度
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
競
技
大
会
（
７
月
28
日
〜
８
月

４
日
、
埼
玉
県
）
に
出
場
し
た
青
嶺

高
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
末
次
将
亮

く
ん
と
中
田
修
平
く
ん
（
と
も
に
２

年
）
が
市
役
所
を
訪
れ
、
村
田
市
長

に
全
国
大
会
出
場
の
報
告
を
行
い
、

村
田
市
長
が
選
手
た
ち
を
激
励
し
ま

し
た
。

ま
た
、
８
月
１
日
に
は
第
７
回
全

日
本
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
男
子

選
手
権
大
会
（
８
月
２
日
〜
５
日
、

大
阪
府
）
に
出
場
し
た
青
嶺
高
校
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
伊
藤
優
志
く
ん
、

三
浦
喬
史
く
ん
（
と
も
に
２
年
）
と

第
24
回
全
国
小
学
生
陸
上
競
技
交
流

大
会
（
８
月
29
日
〜
30
日
、
東
京
都
）

に
出
場
す
る
美
祢
陸
上
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
織
田
千
明
く
ん
（
重
安
小
６

年
）、
金
子
里
穂
菜
さ
ん
（
大
嶺
小
６

年
）、
平
成
20
年
度
全
国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
水
泳
競
技
大
会
（
８
月

17
日
〜
20
日
、
埼
玉
県
）
に
出
場
す

る
西
京
高
校
水
泳
部
の
源
　
隆
寛
く

ん
（
３
年
）
と
今
村
雄
太
く
ん
（
２

年
）
が
市
役
所
を
訪
れ
、
村
田
市
長

に
全
国
大
会
出
場
の
報
告
を
行
い
、

村
田
市
長
が
選
手
た
ち
を
激
励
し
ま

し
た
。

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

美
祢
市
役
所
で
は
２
０
１
１
年

（
平
成
23
年
）
山
口
国
体
開
催
に

向
け
、
広
報
Ｐ
Ｒ
活
動
の
一
環
と

し
て
勤
務
中
に
山
口
国
体
マ
ス
コ

ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
『
ち
ょ
る
る
』

が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
ポ
ロ
シ
ャ
ツ

を
着
用
し
て
い
ま
す
。

実
施
期
間
は
、
サ
マ
ー
ス
タ
イ

ル
終
期
の
９
月
30
日
ま
で
で
す
。

問
合
せ
先

市
総
務
課
国
体
推
進

係
（

０
８
３
７

１
１
１
０
）

山口国体マスコット
キャラクター
『ちょるる』

高
齢
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
自

動
車
の
運
転
を
や
め
る
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
運
転
免
許
証
を
自
主

返
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
た
び
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

に
よ
る
交
通
事
故
防
止
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
運
転
免
許
証

を
自
主
返
納
し
た
人
に
対
す
る
支

援
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
人
が

「
運
転
経
歴
証
明
書
」
を
提
示
す

る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
特
典
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
秋
芳
洞
観
覧
料
の
割
引
　
１
、

２
０
０
円
を
１
、
０
０
０
円
に

○
大
正
洞
・
景
清
洞
観
覧
料
の
割

引
　
１
、
０
０
０
円
を
８
６
０

円
に

○
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
無
料

交
付

○
市
民
大
学
講
座
受
講
券
の
無
料

配
布

○
市
民
総
社
会
参
加
活
動
に
お
け

る
花
苗
の
優
先
配
布

○
歴
史
民
俗
資
料
館
・
化
石
館
の

観
覧
料
の
免
除

※
「
運
転
経
歴
証
明
書
」
は
運
転

免
許
証
の
全
部
を
返
納
し
た
と

き
に
、
申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ

ま
す
。
発
行
に
は
手
数
料
が
必

要
で
す
。
運
転
免
許
証
の
自
主

返
納
に
関
す
る
問
合
せ
は
美
祢

警
察
署
交
通
課
（

０
８
３
７

０
１
１
０
）
ま
で
お
願
い
し

ま
す

問
合
せ
先

市
総
務
課
地
域
安
全

係
（

０
８
３
７

１
１
１
０
）

後列左から中田くん、末次くん
前列左から今村くん、岩屋くん、藤本くん、
山田くん、勝谷くん

後列左から今村くん、源くん、
三浦くん、伊藤くん
前列左から金子さん、村田市長、織田くん



わ
た
し
た
ち

下
郷
小
の
19
人

下
郷
小
学
校

花
い
っ
ぱ
い
の
下
郷
小
。
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
る
下
郷
小
。
ど

ん
な
こ
と
に
も
熱
心
に
取
り
組
む

わ
た
し
た
ち
の

わ
ん
ぱ
く
山

於
福
小
学
校

学
校
の
裏
に
は
わ
ん
ぱ
く
山
が

あ
り
ま
す
。
四
季
折
々
の
動
植
物

の
観
察
や
森
の
中
で
遊
び
が
で
き
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ま
す
。
今
は
、
基
地
づ
く
り
を
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

わ
ん
ぱ
く
山
を
活
用
し
た
森
林

教
育
活
動
を
平
成
10
年
度
以
来
行

っ
て
い
ま
す
。
木
々
や
草
花
、
生

き
物
の
１
年
の
変
化
の
観
察
、
そ

れ
ら
を
活
用
し
た
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ

ン
作
り
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
活
動
は
、
県
で
高
い
評

価
を
受
け
、
昨
年
度
も
学
校
関
係

緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
わ
ん
ぱ
く
山
を

大
切
に
し
、
自
然
、
森
林
に
関
す

る
知
識
を
得
た
り
、
動
植
物
を
愛

し
生
命
を
尊
重
す
る
豊
か
な
心
を

育
て
て
い
き
た
い
で
す
。

魅
力
あ
る
学
校
、

保
護
者
・
地
域
と
共
に

歩
む
学
校

鳳
鳴
小
学
校

今
年
度
よ
り
、
運
動
会
を
１
学

期
に
実
施
す
る
こ
と
に
し
、
６
月

１
日
に
地
域
の
人
と
共
に
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

本
校
で
は
、
一
輪
車
に
よ
る
演

技
と
全
校
ダ
ン
ス
は
、
子
ど
も
た

ち
が
考
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
９
人
全
員
で
手
を
つ
な

い
で
演
技
す
る
風
車
が
大
成
功
を

収
め
て
、
地
域
の
人
か
ら
盛
大
な

拍
手
を
い
た
だ
き
、
心
に
残
る
運

動
会
と
な
り
ま
し
た
。

鳳
鳴
小
学
校
は
、
全
校
児
童
が

９
人
と
と
て
も
少
な
い
で
す
が
、

保
護
者
や
地
域
の
人
か
ら
温
か
い

眼
差
し
で
見
守
ら
れ
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
目
標
『
一
人
ひ
と
り
が
主
人
公
、

９
人
で
主
人
公
』
を
目
指
し
て
、

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

下
郷
小
。
下
郷
小
の
全
校
児
童
19

人
は
、
次
郎
山
の
ふ
も
と
に
位
置

す
る
学
校
で
仲
良
く
明
る
く
元
気

い
っ
ぱ
い
活
動
し
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
「
と
き
わ
会
」
の

人
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
植
え

た
玉
ね
ぎ
や
じ
ゃ
が
い
も
は
、
玉

ね
ぎ
４
３
０
個
、
じ
ゃ
が
い
も
１
、

１
３
６
個
の
大
収
穫
で
し
た
。
５
・

６
年
生
は
、
学
校
近
く
の
水
田
で

１
本
植
え
・
３
本
植
え
・
５
本
植

え
の
米
作
り
に
今
年
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
夏
休
み
の
登
校
日
に

は
そ
ば
の
種
を
播
き
、
秋
の
収
穫

後
そ
ば
打
ち
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

保
護
者
や
地
域
の
人
の
温
か
さ
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

地
域
と
と
も
に
伸
び
る

学
校
を
目
指
し
て
　
　
　
　

大
嶺
中
学
校

本
校
は
、
本
年
度
か
ら
文
部
科

学
省
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
推
進
校
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
は
今
ま
で

以
上
に
地
域
の
人
と
の
交
流
を
増

や
し
て
い
き
ま
す
。

１
学
期
は
、
校
区
内
の
清
掃
活

動
。
地
域
の
人
を
お
招
き
し
た
職

業
講
話
会
。
本
校
卒
業
生
を
招
い

た
進
路
学
習
会
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
か
ら
参
観
日
を

地
域
の
人
に
も
公
開
し
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
地
域
の
人
と
の
交

流
を
積
極
的
に
図
り
、
地
域
と
と

も
に
伸
び
る
学
校
を
目
指
し
ま

す
。

わんぱく山で基地作り下郷小学校全校児童19人

全校児童による一輪車演技職業について考える講話会
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今
年
の
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
、
20
回
目
の
開
催
で

す
が
、
美
祢
市
・
美
東
町
・
秋
芳

町
が
合
併
し
た
新
生
「
美
祢
市
」

と
し
て
第
１
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

美
東
中
学
校
の
よ
さ
こ
い
や
美

東
長
登
太
鼓
保
存
会
と
カ
ル
ス
ト

草
炎
太
鼓
の
演
奏
な
ど
今
ま
で
の

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
は
見
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
を
見
る
こ
と

が
出
来
、
そ
の
演
技
、
演
奏
に
心

を
奪
わ
れ
た
一
夜
と
な
り
ま
し
た
。

（
の
）

編
集
後
記

美祢市内の交通事故発生状況
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